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労福協だより
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検索サイトからもご覧いただけます

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

労働金庫 第65回通常総会
県労福協 第55回定時社員総会

第67回勤労者総合美術展
退福協・グリーン友の会

全労済協会講演会

フードバンクからのお知らせ
労働金庫からのお知らせ

ユニオントラベル

地域地区労福協活動紹介

ALWF 
福祉基金協会からのお知らせ

連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

Shizuoka Rofukukyo Dayori
Summer 2017
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全労済は、営利を目的としない保障の
生協として共済事業を営み、組合員の
皆さまの安心とゆとりある暮らしをめざし
ています。出資金をお支払いいただい
て各都道府県生協の組合員になれば、
各種共済をご利用いただけます。

保障のことなら●東部支所・共済ショップ沼津店　　☎055-923-6655
●共 済 シ ョッ プ 富 士 店　　☎0545-64-6031
●中部支所・共済ショップ静岡店　☎054-254-6031
●共 済 シ ョッ プ 藤 枝 店　☎054-643-6031
●西部支所・共済ショップ浜松店　☎053-454-6031
●共 済 シ ョッ プ 磐 田 店　☎0538-86-6031
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告（
案
）②
役
員
及
び
監
査
の
総
報
酬
限
度
額

（
案
）を
大
滝
専
務
理
事
よ
り
提
案
を
行
い
、満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、役
員
改
選
に
つ
い
て
は
石
塚
役
選
委
員

か
ら「
２
０
１
６
年
度
の
総
会
に
於
い
て
、２
０

１
６
年
度
に
限
り
、理
事
及
び
監
事
の
任
期
を

『
選
任
後
１
年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う

ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
社
員
総
会
の
終

結
ま
で
』と
す
る
と
承
認
さ
れ
て
お
り
、役
員（
理

事
・
監
事
）全
員
が
本
総
会
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
。従
い
、今
年
は
役
員
改
選
期
に
な
り
、全

員
の
理
事
・
監
事
の
改
選
を
行
う
」と
説
明
し
役

員
候
補
者
の
提
案
を
し
、満
場
一
致
で
理
事
・
監

事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
労
働
金
庫
選
出
の
古
川
副
理
事
長
か

ら
、「
総
会
で
新
年
度
の

予
算
と
役
員
が
承
認
さ

れ
た
。地
域
・
地
区
労
福

協
が
主
体
的
に
活
動
す

る
こ
と
が
、県
労
福
協

の
活
動
に
繋
が
る
。地

域
・
地
区
で
活
動
す
る

た
め
に
は
予
算
の
裏
付

け
が
必
要
で
あ
る
。県

労
福
協
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
中
の『
み
ん
な
で
労

働
者
福
祉
事
業
を
利
用

し
て
、共
助
の
輪
を
地

域
で
広
げ
よ
う
！
』が

総
会
で
確
認
さ
れ
た
。

地
域
・
地
区
労
福
協
に

は
様
々
な
活
動
が
あ
る

が
、福
祉
事
業
団
体
の

活
動
も
地
域
・
地
区
労

福
協
の
皆
様
の
協
力
が

あ
っ
て
、労
福
協
の
活

動
の
前
進
に
繋
が
る
」

と
閉
会
の
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、定
時
社
員
総

会
終
了
後
に
第
２
回
理

事
会
を
開
催
し
、今
年

度
の
新
役
員
体
制
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
６
月
６
日
、静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
第
５５

回
定
時
社
員
総
会
が
静
岡
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。総
会
に
は
来
賓
２
名
、代
議

員
３２
名
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
総
勢
１
０
０
名
の

参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
、定
時
社
員
総
会
は
司
会
に
県
生
協
連
選
出

の
吉
田
副
理
事
長
、議
長
に
は
袋
井
地
区
労
福
協

の
福
山
氏
で
議
事
運
営
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
６
年
度
活
動
報
告
、２
０
１
７
年
度
活

動
方
針
を
大
滝
専
務
理
事
よ
り
報
告
を
し
ま
し

た
。「
２
０
１
６
年
度
は「
連
帯
・
協
同
で
、安
心
・

共
生
の
福
祉
社
会
を
つ
く
ろ
う
！！
」を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、地
域
・
地
区
労
福
協
の
活
動

を
支
援
す
る
取
組
み
や
、社
会
的
課
題
へ
の
対
処

と
し
て
奨
学
金
制
度
の
改
善
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事

業
へ
の
支
援
等
を
展
開
し
て
き
た
。２
０
１
７
年

度
は
、地
域
・
地
区
労
福
協
に
お
け
る
活
動
を
通

じ
自
主
福
祉
運
動
の
拡
充
と
福
祉
事
業
団
体
の

利
用
促
進
を
柱
に
、勤
労
者
の
生
活
支
援
と
共
助

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
活
動
を
展
開
す
る
。ま

た
、困
窮
者
支
援
・
食
品
ロ
ス
の
取
組
み
と
し
て

県
労
福
協
と
し
て
運
営
支
援
し
て
い
る「
フ
ー
ド

バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」が
、３
月
に「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
」に
移
行
し
た
。今
後
は
寄
付
者
に
税
制
上

の
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
る
の
で
、更
に
多
く
の

賛
同
が
得
ら
れ
る
よ
う
に「
運
営
基
盤
強
化
」を

関
係
団
体
と
連
携
し
て
福
祉
の
輪
が
よ
り
大
き

く
広
が
る
よ
う
取
組
み
を
継
続
し
て
い
く
」と
報

告
さ
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
と
し
て
、①
２
０
１
６
年
度
決
算
報

中西理事長のご挨拶
（挨拶要旨）

　静岡県の労働者福祉事業団体の役職員が定期的に集まり、各団体の現状認識や課題
の共有化を図り、統一テーマを設定して協同歩調のもとに運動を進めるための契機と
して、県労福協定時社員総会の後に第２回協同組合大会が昨年に続き開催されまし
た。
　最初に大滝実行委員より2017年度のテーマである

「ハートでつながる助け合い・労働組合と福祉事業団体が
ともに運動する主体へ」の説明がありました。
続いて池冨大会会長の挨拶の中で賀川豊彦賞を受賞した

「NPO法人抱樸」の生活困窮者への伴走型支援について
の報告がありました。
続いて大滝実行委員から各事業団体の今年の協同組合大
会のテーマに沿った活動方針の説明がありました。
　事業団体報告として今回は勤信協とユニオントラベル
から報告がありました。日頃聞くことがない、設立の経緯
などの報告があり、有意義な時間を過ごすことが出来ま
した。
　最後に県生協連の吉田理事長が「諸先輩の活動を進化
させなくてはいけない。労福協は地域の活動が主体であ
り、地区・地域の総力が労福協の力になることを意識して
欲しい」と挨拶をし、協同組合大会は閉会しました。

　労働者福祉運動は社会運動です。福祉が向上する

ことは社会を良くすることに繋がります。

　だからこそ労福協会員という枠に囚われることな

く、枠の外にいる会員以外のもっと多くの人たちも

含めた活動･運動が大切です。

　県労福協としても奨学金問題への対応やフードバ

ンクふじのくにへの協力等、勤労者以外の人たちに

向けた取組みも積極的に行ってきました。

　しかし、まだまだ不十分だと感じています。私たち

自らが労福協という枠を如何に乗り越え活動できる

かが今後の大きな課題だと考えています。是非その

ことを皆さんにもご理解いただきたいと思います。

　今日ご参加の皆さんは地域・地区で中心となって

活動を推進している方々です。是非今後の中で、会員

外の人たちも意識した活動の展開をお願いしたい。

第２回　静岡県労働者自主福祉運動・
協同組合大会が開催される

連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつく ろう！！
メインスローガン

静岡県労福協
定時社員総会
　　　　　　を開催

第55回
理事長

副理事長

副理事長

副理事長

副理事長

専務理事

理事

理事

理事

理事

理事

監事

監事

監事

県労福協

連合静岡

県労働金庫

全労済県本部

県生協連

県労福協

福祉基金協会

県勤信協

沼津・伊豆地域

静岡地域

西遠地域

富士地域

志太榛原地域

中東遠地域

池 冨 彰
いけとみ あきら

中 西 清 文
なかにし きよふみ

古 川 正 明
ふるかわ まさあき

佐 竹 功
さたけ いさお

吉 田 敬 哲
よしだ たかあき

大 滝 正
おおたき ただし

戸 倉 亨
とくら とおる

石 塚 智 昭
いしづか ともあき

白 戸 康 章
しらと やすのり

大 塚 正 訓
おおつか まさのり

武 藤 憲 司
むとう けんじ

山 澤 一 嘉
やまざわ かずよし

石 川 敦 司
いしかわ あつし

永 井 新 次
ながい しんじ

（敬称略）

２０１７年度　一般社団法人　
静岡県労働者福祉協議会　理事会役員
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■第1部　基調講演

全労済協会講演会「しずおかの地方創生」
～静岡のふじのくにづくりと未来～

　パネルディスカッションに先
駆け、片山教授より、ご本人がラ
イフワークにしてきている「地方
自治の課題」は、「地方議会のある
べき姿」「国と地方の関係」「地方
分権」などの多岐に渡るが、その
中でも当面一番重要なものは「地
方創生」であると述べられまし
た。
　「地方創生」という考え方は、安
倍政権において、最重要政策のひ
とつとして位置づけられている
が、その成果は目に見える形で実
現にいたっておらず、大都市への人口の集中化による地方の人口減
少、特に若年層の減少に歯止めがかかっていないとの現状紹介が報
告されました。
　こうした地方自治体は全国に多数あり、政府では「消滅可能性自治
体」と呼んでいる。こうした状況に危機感を抱いた安倍政権では「地
方創生」を最重要政策のひとつとして位置づけ対策を講じており、そ
のひとつとして「プレミアム商品券」などを実施したが、地方衰退の
根本原因の解決策とはならず、地域の活性化には、まったくつながら
なかったと話されました。
　本来の地方創生というのは、若い人達が地域にとどまって、そこで
就職をし、生活をしていくことであり、「プレミアム商品券」は、地方
の現状を十分理解していない官僚政策であったといわざるを得ない
とのことでした。
　地方創生で大事なのは、単に国の方針にしたがって、各施策を実行
すれば、うまくいくものではなく、その地域の衰退の原因を分析し
て、個別の対策を行うことが重要である。公共事業を増やしても、大
手ゼネコンが公共事業を受注し、地方自治体に金や人は残らない。一
方、即効性のある企業誘致は、競争が激しく、小規模県では、資金的な
優遇策には限界があるために、大企業の誘致は、現実的には小規模県
では、大変難しいと言われていました。
　では、どうすればよいのかと言うと、小規模な地方県が生き残るた
めには、それぞれの自治体の特性を活かした地場産業の育成や、地元
の食材を活用した地産地消の活動、鳥取県で実践した農産物の海外
輸出など、その地方の特性にあった地場産業を立ち上げることが重
要であると述べられていました。

１．日時　２０１７年５月１３日（土）
２．時間　１３時～１６時３０分
３．会場　静岡県男女共同参画センター「あざれあ」

■　主催者あいさつの概要
　全労済のシンクタンク機能である「全労済協会」に
よるシンポジウムが５月１３日（土）に「あざれあ」に
て開催されました。冒頭、主催者である全労済協会の高木剛理事長（元連
合会長）より、全労済協会の活動内容の紹介があり、続いてシンポジウム
の開催にあたって、協力をいただいた行政や県労福協および労働者福祉
団体、マスコミ関係各社への御礼が述べられた。その後、シンポジウムの
開催主旨説明や講師の皆さん方の紹介が行われました。

【パネラー】　川勝平太静岡県知事　
　　　　　　 鈴木康友浜松市長　
　　　　　　 片山善博早稲田教授
　片山氏の講演終了後、静岡における
地方創生について、川勝知事および鈴
木康友市長と片山教授によるパネル
ディスカッションが行われました。川
勝知事よりは、静岡県の魅力について
語られ、静岡県は日本のシンボルであ
る富士山に始まり、世界農業遺産と
なった「お茶畑」世界エコパークの「南
アルプス」ジオパークに指定される

「伊豆半島」それに「駿河湾」などの素
晴らしい環境ともに、日本一の食材王国（439品目）でもあり、静岡県
は「場の力」が溢れている県であるとの報告がされました。
　また、鈴木市長からは、道州制導入による地方創生の考え方を示さ
れると共に、浜松市の特徴は、県庁もなく、大都市圏でもなく、民間の
産業の発展により、政令指定都市となった特別な都市である、また、
浜松市は、財政指数である将来負担比率が政令指定都市で唯一マイ
ナスという健全財政を維持しているとの報告がありました。そして、
地方創生のためには、国におねだりをするのではなく、地方が「自立」
を目指さなければならないとの考え方が示されました。
　片山教授からも、静岡県は大企業の製造部門もあり財政的にも豊
かで、海・山･高原・湖などの観光資源も豊富にある。また、歴史的にみ
ても登呂遺跡に始まり、源頼朝、幕末の下田など非常に興味深い県で
ある。こうした資源を県民が共有化し、発信していくことが重要なの
ではないかと考え方が示されました。
　あらためて、鈴木市長からは、すでに浜松市では産業力の強化なく
して地方創生はありえないとのことから、産業政策に力を入れてお
り、創業支援を積極的に実施している。具体的には、ベンチャー企業
の支援に取り組み始めて「浜松ベンチャー連合」を立ち上げ、若い人
達を集めて、一大ベンチャーが生まれる環境作りに着手してきてい
るとの報告がありました。
　パネラーの方々の報告を受け、最終的に片山教授が「地方創生」に
必要なことは、それぞれの地域が、中央政府に遠慮などせずに、もっ
と自分本位に考えるべきではないか。それが、本当の地方創生につな
がるのではないかとの見解が述べられシンポジウムが閉会となりま
した。

「真の『地方創生』とはなにか」
片山善博（かたやま・よしひろ）氏

■第2部　パネルディスカッション

「静岡の未来をともに考える」
～ふじのくに静岡・ものづくり県静岡の未来～

報告

た
め
、組
織
、未
組
織
の
労
働
者
へ
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
強
化
を
図
り
、会
員
と
と
も
に
理
念
の
実
践

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。今
年
度
は
中

計
Ｔ
Ｒ
Ｙ
の
最
終
年
度
と
な
る
。何
事
に
も
挑
戦

し
続
け
る
１
年
に
し
た
い
」と
の
挨
拶
が
さ
れ
ま

し
た
。

　
議
案
討
議
の
第
２
号
議
案「
２
０
１
７
年
度

（
第
６５
期
）事
業
計
画
に
関
す
る
件
」は
、戸
倉
専

務
理
事
よ
り
、第
２
期
中
期
計
画
基
本
方
針
を
継

続
し
、中
期
計
画
で
定
め
た
経
営
改
革
を
推
し
進

め
る
と
と
も
に「
５
つ
の
基
本
戦
略
」を
完
遂
し

労
金
運
動
の
さ
ら
な
る
発
展
に
繋
げ
て
い
く
。目

　
　〈
静
岡
ろ
う
き
ん
〉は
２
０
１
７
年
６
月
２７

日（
火
）静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
の
グ
ラ
ン
デ
ィ

エ
ー
ル
ブ
ケ
ト
ー
カ
イ
で
第
６５
回
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
に
は
、県
下
各
地
よ
り
２
１
４
名
の

代
議
員
が
出
席
し
、議
長
団
に
は
明
電
舎
労
働
組

合
沼
津
支
部
の
花
澤
学
理
事
と
、三
菱
ア
ル
ミ
労

働
組
合
の
帯
金
哲
也
代
議
員
が
選
出
さ
れ
議
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
会
の
冒
頭
、古
川
理
事
長
か
ら「
日
本
経
済

は
穏
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、

勤
労
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
正
規
労
働
者
の

増
加
、格
差
拡
大
、世
代
間
の
貧
困
の
連
鎖
が
表

面
化
し
、将
来
の
生
活
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

金
融
環
境
に
お
い
て
は
、日
本
銀
行
の
金
融
政
策

に
よ
り
、業
態
全
体
で
は
預
貸
利
ザ
ヤ
が
一
層
縮

小
し
、金
庫
の
事
業
環
境
も
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
た
。金
融
庁
は『
平
成
28
年
度
金
融
行
政
方
針
』

に
お
い
て『
金
融
機
関
に
よ
る
顧
客
本
位
の
良
質

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
』と『
各
金
融
機
関
の
持
続

可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
』を
重
視
す
る
方
向
性

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、指
針
が
出
さ
れ
る
以
前

か
ら
、私
た
ち
は『
働
く
人
と
し
っ
か
り
向
き
合

い
、信
頼
さ
れ
、選
択
さ
れ
る〈
静
岡
ろ
う
き
ん
〉』

を
め
ざ
し
、『
働
く
人
の
夢
と
共
感
を
創
造
す
る

協
同
組
織
の
福
祉
金
融
機
関
』と
い
う
理
念
の
実

践
を
会
員
と
共
に
努
め
、労
金
運
動
に
よ
る
安
定

的
な
事
業
基
盤
を
構
築
を
し
て
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
も〈
静
岡
ろ
う
き
ん
〉は
、働
く
人
た

ち
の
夢
の
実
現
と
、暮
ら
し
の
底
上
げ
に
資
す
る

全ての議案を
満場一致で承認！！
～第２期中期計画「TRY」の最終年度へ、
何事にも挑戦し続ける〈静岡ろうきん〉～

役　　職

理  事  長

専務理事

常務理事

常務理事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

常勤監事

監　　事

監　　事

監　　事

監　　事

　氏　名

古川　正明　　　

戸倉　　亨

芦川　和人

池田　正典

鈴木　伸昭

白戸　康章

清瀧　照光　

石部　　卓

青木　　守

花澤　　学　　

萩原  直之

角山　雅典

岩崎　真孝

大石　雅邦

中屋　敏明

西崎　秋芳

鈴木　信雄

西條　正浩

竹本　晴彦

青島　伸雄

中嶋　　隆

寺田　克哉

小林　純一

石川　敦司

藤江  　　修　　

　　所　　属　　団　　体

員外

員外

員外

員外

静岡県教職員組合

ＪＡＭ静岡（全矢崎労働組合）

情報産業労働組合連合会静岡県協議会

電機連合静岡地方協議会（ヤマハ労働組合）

東海自動車労働組合

明電舎労働組合沼津支部

東芝テック労働組合伊豆支部

日本製紙労働組合富士支部

小糸製作所労働組合

三菱電機労働組合静岡支部

特種東海製紙労働組合島田支部

ＮＥＣプラットフォームズ労働組合掛川支部

ＮＴＮ労働組合磐田支部

スズキ労働組合

アスモ労働組合

会員外理事

法定員外監事

ヤマハ労働組合連合会

テルモ労働組合

住友ベークライト労働組合静岡支部

全矢崎労働組合浜松支部

推　薦　団　体

静岡県労福協

静岡県労福協

静岡県労福協

静岡県労福協

伊豆地域労福協

沼津地域労福協

沼津地域労福協

富士地域労福協

静岡地域労福協

静岡地域労福協

志太榛原地域労福協

東遠地域労福協

中遠地域労福協

西遠地域労福協

西遠地域労福協

静岡県労福協

富士地域労福協

志太榛原地域労福協

西遠地域労福協

備考

新任

新任

標
数
値
は「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
」の
ボ
リ
ュ
ー
ム
目
標
数
値

達
成
を
基
本
と
し
つ
つ
、利
用
度
を
高
め
る
こ
と

を
主
眼
と
し
た
項
目
と
す
る
等
の
提
案
が
あ
り
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
は
理
事
・
監
事
の
任
期
満
了
に

伴
う
改
選
お
よ
び
補
欠
の
理
事
・
監
事
の
選
任
に

つ
い
て
も
提
案
さ
れ
、す
べ
て
の
議
案
は〈
満
場

一
致
〉で
承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、総
会
終
了

後
に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、代
表
理
事
に
古
川
理

事
長
お
よ
び
戸
倉
専
務
理
事
が
選
定
さ
れ
、新
体

制
を
代
表
し
古
川
理
事
長
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

役員体制
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語り部講師育成ゼミ

　
第
６７
回
静
岡
県
勤
労
者
総
合
美
術
展
が
４
月
５
日
か
ら
４

月
９
日
の
5
日
間
に
わ
た
り
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、県
下
各
地
か
ら
２
３
８
点
の
出

品
を
い
た
だ
き
、期
間
中
の
入
場
者
は
３
０
２
名
で
、多
く
の
方

に
感
動
を
与
え
て
、盛
況
の
内
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の「
静
岡
県
勤
労
者
総
合
美
術
展
」は
、県
内
の
勤
労
者
が

余
暇
を
利
用
し
て
、健
全
な
文
化
に
親
し
む
機
会
を
広
げ
、心
の

豊
か
さ
を
求
め
、ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
充
実
す
る
こ
と
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
歴
史
あ
る
美
術
展
で
す
。

　
今
回
、絵
画
、写
真
、書
道
、手
工
芸
の
部
で
４
人
の
先
生
に
金

賞
・
銀
賞
に
１２
点
、奨
励
賞
１９
点
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
作
品
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、魅
力
あ
る
作
品
で
し
た
。

　
書
道
審
査
を
担
当
い
た
だ
い
た
大
石
大
梅
先
生
か
ら
は「
勤

労
者
総
合
美
術
展
の
書
の
部
に
於
い
て
出
品
点
数
が
少
な
く
残

念
で
は
あ
る
が
、漢
字
、調
和
体
に
優
作
が
あ
り
楽
し
く
審
査
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」と
講
評
を
受
け
ま
し
た
。

　
絵
画
審
査
を
担
当
い
た
だ
い
た
久
松
孝
彦
先
生
か
ら
は「
作

品
に
は
色
々
と
作
者
な
り
の
思
い
を
こ
め
て
描
い
た
作
品
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。作
品
に
取
り
組
む
ひ
と
つ
の
姿
勢
は
描
写
的

想
像
力
、造
形
的
に
も
内
容
的
魅
力
を
感
じ
ま
す
」と
の
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
写
真
審
査
を
担
当
い
た
だ
い
た
柴
山
健
一
先
生
か
ら
は「
幅

広
い
作
品
が
多
く
あ
っ
て
楽
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。日
頃
か
ら

た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
方
の
作
品
は
拝
見
し
て
よ
く

第
67
回

わ
か
る
も
の
で
す
。

　
普
段
見
過
ご
し
て
し
ま
う
よ
う
な
光
景
に
ハ
ッ
と
し
た
り
、

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
に
興
奮
し
た
り
し
な
が
ら
も
被
写
体

を
よ
く
観
察
し
意
識
し
な
が
ら
被
写
体
と
向
き
合
っ
た
作
品

に
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。素
晴
ら
し
い
作
品

ば
か
り
で
感
動
し
ま
し
た
」と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
手
工
芸
審
査
を
担
当
い
た
だ
い
た
野
中
さ
だ
子
先
生
か
ら

は「
例
年
と
同
じ
く
広
い
分
野
に
渡
る
出
品
で
比
較
す
る
の
は

大
変
に
難
し
く
苦
労
致
し
ま
し
た
。

　
工
芸
の
基
本
は
、ま
ず
造
形
の
美
し
さ
で
す
。そ
し
て
、そ
の

技
術
、そ
し
て
、完
成
度
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
美

術
展
で
は
、そ
れ
だ
け
で
は
計
れ
な
い
何
か
大
切
な
も
の
も
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。そ
の
中
で「
釈
迦
三
尊
」は
そ
の
全
て
を
満

た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。「
砂
漠
の
決
闘
」は
こ
の
展
覧
会

な
ら
で
は
の
楽
し
さ
も
プ
ラ
ス
さ
れ
て
賞
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
」と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
回
の
開
催
は
、２
０
１
８
年
４
月
１１
日
か
ら
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。よ
り
多
く

の
勤
労
者
の
皆
さ
ま
に
応
募
い
た
だ
き
美
術
展
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
だ
時
間
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。今
か
ら
作
品
の
制
作
に
手
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、作
品
搬
入
・
搬
出
作
業
に
は
地
区
労
福
協
の
役
員
・
事

業
団
体
な
ど
の
皆
さ
ま
に
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※

金
賞
・
銀
賞
の
作
品
は
県
労
福
協
の
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に
な
る
事
が
で
き
ま
す
。

賞 種  目 氏  名 題　名 所 　属
勤労者総合美術展大賞
県知事賞
静岡市長賞
労福協理事長賞
連合静岡会長賞
労働金庫理事長賞
全労済県本部長賞
県生協連会長賞
福祉基金協会理事長賞
勤労者信用基金協会理事長賞
年金福祉協会理事長賞
ユニオントラベル賞

手工芸
写　真
書
絵　画
絵　画
手工芸
絵　画
写　真
絵　画
手工芸
写　真
絵　画

　渡辺　芳昭
　松島　文子
　田中　大巌
　伊藤　春実
　川野　将希
　難波　克行
　鈴木　恵三
　大野　 隆
　田中　眞悟
　長谷川 善孝
　和田　光雄
　山田　和茂

釈迦三尊
輝やく太陽柱
王維詩二首
生きる
涛響　‒TOKYO－
砂漠の決闘
祖母と古里
新緑の目覚め
寂光
ランプシェード紫陽花
今日も一日お疲様でした。
山小屋

賀茂地区労福協

浜松市労福協

JR東海㈱浜松電力区

NPO里山再生くらぶ

THKリズム㈱

トヨタ自動車東日本㈱

三島市シルバー人材センター

トヨタ自動車東日本㈱

ライフサポートセンター友の会

県立掛川工業高等学校

新東海製紙㈱

浜松市労福協

金
賞

銀
賞

（機動戦士
　ガンダムより）

静
岡
県
勤
労
者
総
合
美
術
展

開
催
さ
れ
る

第67回静岡県勤労者総合美術展受賞者

最近 、 語り部育成
ゼミが各地区労福
協で行われているが、
どんな目的でやってい
るの。

元県労福協の理
事長であった吉岡さ
んが語り部育成ゼ
ミの講師なんだ。

労働者自主福祉運動の歴史
を学び、 語り部になるためのス
キルを習得する講義なんだ。

講師は誰
がやってい
るの？

地区役員が労働者
自主福祉運動の歴
史を伝える伝承者と
しての役割を担う事を
目的に開催している
のだ。

では、
講義の
内容は？

まだ、 うちの地区は語り部育成
ゼミを行っていないんだ。

会長に相談してみたら。
将来に役に立つと思うよ。

46

6月13日伊豆長岡　いづみ荘にて
第３３回沼津地区退福共定期総会開催

「充実した魅力ある会として
生き甲斐のある生活を」
をモットーに沼津地区退福共活動の魅力を
アピールして仲間を増やし、より親睦を深め
進めていきましょうと誓い合いました。

総会前には
グラウンドゴルフ
大会を行いました。　

ろうきん本店・
静岡中央支店まえに、
静岡地区退福共と静岡地区
ろうきんグリーン友の会で、
プランターに
花植えをしました。

静岡地区ろうきんグリーン友の会
☆手作り教室「グラスアート」
ステンドグラスの雰囲気をそのままに、
より簡単に短時間で安全に作品を作ることができるクラフトに挑戦。
花瓶敷きやグラスなどをつくりました。
講師もグリーン友の会の会員さんです。

退福共

ろうきん
グリーン
友の会

会員
募集中です

〈超高齢化時代〉
充実人生のヒントは退福共にあり
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から

 

活動報告

フードバンク
ふじのくに お知らせ
　「フードバンクふじのくに」は2017年3月24日付で静岡市より、

客観性の高い公益性を有しているNPO法人である「認定NPO法

人」に認定されました。3月31日に静岡市で認定式が執り行われ、新

聞等でも報道がされました。多くの方のご支援の賜物であり、心よ

り感謝いたします。認定取得により、公的に認められた社会貢献度

の高い団体として、個人・企業による寄付金が税制上の優遇措置

の適用になるなど、支援の輪が広がっていくことを期待しておりま

す。「フードバンクふじのくに」の活動は収益が生まれる活動ではな

いため、賛助会員会費と寄付金が活動の資金源となります。生活困

窮者の支援の輪を広げるためにも、多くの個人・企業の協力を求め

ていきたいと思います。

　フードバンクふじのくには2014年5月の創設以来3年を迎え、こ

れを記念して2017年5月25日にフードバンク岩手の阿部知幸氏を

迎え、設立３周年記念フォーラムを開催しました。当日はフォーラム

と同時に、受付にてフードドライブを行い、フォーラムの参加者の

方々に次々と食品等をボックスに入れていただきました。また、富士

地域労福協より、住宅フェスティバルで行った防災備蓄品のお菓子

の販売金とメーデーで行った模擬店の売上金を合わせ12万円の

寄付をいただきました。富士地域労福協の小泉事務局長と青山事

務局次長にお越しいただき、3周年記念フォーラム前に贈呈式を行

いました。

　　

　本年度も8月1日～8月31日の期間で夏季フードドライブを開催

します。県内各地で回収ボックスを設置します。今年1月に行った

フードドライブは、県内171か所に回収ボックスを設置することが

でき、県民の皆様から沢山の食料を寄贈していただき、それらの食

料が食に事欠く人々に届けられました。

　フードバンクふじのくには、今後も静岡県内における食品ロスの

削減に力を尽くすとともに、食に事欠く人々を食の面から支援し、

そのような境遇の人たちが職を得て安定した生活を営むことがで

きるよう声援を送っていきます。皆様のご協力をお願いします。
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（公財）静岡県労働者 福祉基　金協会からのお知らせ

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は原則無料
★ 県内 6 箇所のセンターで相談に応じます。

東　部：055-922-3715
中　部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055    岳　南：0545-51-3715

　　　  西　部：053-461-3715
　　　  中東遠：0538-33-3715

相談ダイヤル
受付は平日

9：00～17：00

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。 お気軽にご利用下さい。

暮らし
何でも相談

財産の大小にかかわらず誰にでもやってくる相続。家族がもめない
ためにも、今から準備をしませんか。

からだに必要な栄養素がたっぷり含まれる野菜。旬の野菜を中心に、野菜の
大切さや健康との関係を伝えます。

日時：9/23（祝・土）14:00-15:30　会場：掛川市生涯学習センター
募集：70名　　参加費：無料　　講師：キユーピー（株）社員
申込：ライフサポートセンターしずおか中東遠　☎ 0538-33-3715

日時：8/26（土） 10:00-12:00　会場：ALWFロッキーセンター
申込：ライフサポートセンターしずおか中部 ☎ 054-270-3963
日時：9/2（土）10:00-12:00　会場：富士ロゼシアター第1会議室
申込：ライフサポートセンターしずおか岳南  ☎ 0545-57-6029

①8/29（火） 笑福亭 松枝
②9/12（火） 金子 稚子
③9/27（水） 小谷 みどり
　会場：沼津労政会館
　申込：ライフサポートセンターしずおか東部
   ☎ 055-929-9820

①8/31（木） 小谷 みどり
②9/10（日） 笑福亭 松枝
③9/30（土） 戸松 義晴
　会場：浜松労政会館
　申込：ライフサポートセンターしずおか西部
　　    ☎ 053-466-6307

①9/6（水） 笑福亭 松枝
②9/21（木） 枡野 俊明
③10/4（水） 小谷 みどり
　会場：ALWFロッキーセンター
　申込：ライフサポートセンターしずおか中部
  　   ☎ 054-270-3963

募集：各会場70名 参加費：無料　講師：小林久晃さん（司法書士）

日時：9/23（祝・土）13:00 /14:30 /16:00（各時間3組予約制）   会場：ALWFロッキーセンター
申込：ライフサポートセンターしずおか中部　☎ 054-270-3963
お願い：この相談会は、静岡大学法科大学院と提携協力し、実務技能教育を通じた社会貢献活動として行います。
その為、大学院学生が相談の場に同席しますことを予めご了承下さい。

日時：7/29（土）10:00-12:00　会場：浜松労政会館　
申込：ライフサポートセンターしずおか西部　☎ 053-466-6307
日時：8/19（土）10:00-12:00　会場：韮山時代劇場
申込：ライフサポートセンターしずおか東部　☎ 055-929-9820

講師：親野智可等（おやのちから）さん。教育評論家。公立小学校で２３年間
教師を務める。人気マンガ「ドラゴン桜」の指南役としても知られる。

日時：8 /11（祝・金） 13：00～15：00
会場：浜松市地域情報センター（遠州鉄道「遠州病院駅」下車徒歩2分）
募集：130名　参加費：無料
申込：ライフサポートセンターしずおか西部
    　☎ 053-466-6307 

♪ 被爆ピアノのおはなし
　 　矢川光則さん （矢川ピアノ工房代表 調律師）
♪ ミサコのピアノコンサート
　 　ソプラノ：大島久美子さん、ピアノ：森須奏絵さん
　    朗読「ミサコとピアノ」～私はピアノ、原爆を許すまじ、
     ピアノソロ、死んだ男の残したものは、さとうきび畑他
♪ ピアノとふれあいタイム

無料法律相談会 法律に係る諸問題に弁護士が約1時間ご相談に応じます。

叱らなくても子どもは伸びる ～子育てと家庭教育のポイント～

暮らしなんでも相談・ロッキーカレッジの情報はこちら。 ライフサポートセンターしずおか

ロッキーカレッジのご案内 ロッキーカレッジのご案内

募集：各会場80名
参加費：無料

広島の被爆ピアノが奏でる平和の音色
～故郷の地 浜松で～

ミサコのピアノ

昭和7年、浜松の日本楽器製造（現ヤマハ）で作られたアップライトピアノ。原爆投下時、爆心地から1.8kmの民家で被爆。爆風によるガラスの破
片が突き刺さった傷やヘコミ、擦り傷がいくつも残る。「古くて音が出ないと捨てられてしまうかもしれない。私と一緒に原爆を乗り越えてきたピアノ
を音が出るように直して役立ててほしい」と持ち主であったミサコさんが矢川さんに託し、当時の状態を保ち演奏ができるよう修復された。絵本「ミ
サコの被爆ピアノ」（松谷みよ子作）のモデルになったもの。

セカンドライフを考えることは、「これからの人生」を豊かにします。
誰でもいつかは迎える老い、第二の人生をどうデザインするか・・・
自分自身が望むものは何かを考えます。

円満な相続

野菜を楽しみもっと健康に

今からはじめる老い支度 ～セカンドライフを応援する連続講座～

時間：13時30分～15時30分/募集：各回100名/参加費：無料

【沼津・浜松・静岡】
　笑涯学習のススメ
　笑福亭 松枝 （落語家）

【沼津・浜松・静岡】
　自分の人生のしまい方
　小谷 みどり（第一生命経済研究所主席研究員）

【沼津】
　家で死ぬ、ということ
　金子 稚子（終活ジャーナリスト）

【静岡】
  幸せは、なるものではなく、 感じるもの
  枡野 俊明（曹洞宗徳雄山建功寺住職）

【浜松】
  自分らしく生き、自分らしく逝く
  戸松 義晴（浄土宗心光院住職）

沼津

浜松

静岡
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歴史をまわる、技が息づく

高岡山瑞龍寺
国宝・重要文化財の宝庫
　曹洞宗高岡山瑞龍寺は、加賀１２０万石三
代藩主前田利常公によって建立された寺であ
る。時の名匠をして七堂伽藍を完備し高僧に
より開山された。造営は約２０年の歳月を要し
国宝として指定されている建造物は山門、仏
殿、法堂で、総門、禅堂、大庫裏、大茶堂、回
廊三棟が重要文化財として指定されている。

受け継ぐ町  たのしい道草 高岡名物はコレだ
おいしい寄り道　味・特産品

　富山湾で獲れる海の幸を生かした握り寿司。グリーンの笹
の葉に包まれた「ますの寿司」。北前船が運んだ富山の食文
化、昆布料理。水がうまいコメがうまいだから酒もうまいと、通
にはたまらない高岡の地酒。古くから商人の間に茶の湯文化
が根付いた伝統の和菓子。特産品は、青貝塗・彫刻塗など

独特の技法を持つ
漆器。明治時代に
万国博覧会で称
賛された技術を持
つ伝統産業鋳物

（高岡銅器）などが
ある。

大いなる自然と出会う
能登半島国定公園
　海越しに3,000m級の立山を望むこ
とができる絶景の地「雨晴海岸」。標
高274m二つの頂をもち、立山連峰や
能登半島が一望できる「二上山」があ
り雄大な風景と感動を呼び起こす。

お問い合わせは

資料提供：公益社団法人　高岡市観光協会

旅だより
「ユニオントラベル」がお薦めする

日本海に面し富山県の北西部に位置する高岡市。平成２７年４月文化庁より
「加賀前田家ゆかりの町人文化が花咲くまち高岡 ‐人、技、心‐」が日本遺
産の町に認定された。今回は歴史都市 高岡の見どころを紹介。

　高岡には重要伝統的建造物保存地区がふたつある。「山町
筋」は商都高岡を支えた商人町。明治から昭和初期の優れた防
火建築、土蔵造りの家が立ち並ぶ。「金屋町」は千本格子の家
並みと石畳のたたずまいが美しい。高岡鋳物発祥の地とされて
いる。
　毎年5月１日に開催される豪華絢爛な「高岡御車山祭」はユネ
スコ無形文化遺産に登録された。その特別な高揚感に出会える
スポット「御車山会館」、四季折々に豊かな美を楽しめる高岡古
城 公 園（ 高 岡 城
址）、高岡銅器の
技術の粋を集めた
高岡大仏、北陸の
古刹雲龍山勝興
寺寺内町などの散
策はオススメ。

高岡
歴史都市

　高岡は古くから越中の政治、文化、経済の中心地として栄え、
万葉集の編者とされる大伴家持がかつて越中国守として高岡
に住み、数々の秀歌を残した万葉ゆかりの地。
　高岡城が築かれて以来４００年の歴史が息づく高岡には、国
宝や文化財、情緒ある街並みなど、格調の高
い歴史的遺産が数多く残されている。ものづく
りの技や華やかな祭りなど町民によって文化が
受け継がれた。

　５月１８日（木）勤労者総合会館５階展示室にて、第１２回となる総代会が
開催されました。ライフサポートセンター友の会は、県労福協傘下の各種福
祉事業団体の活動を広くＰＲし、仕事と生活の調和（ワークライフバランス）
をはかり、生き甲斐づくりや社会貢献活動などに参加し易い環境を提供す
る事で会員の生活の安定と福祉の向上を目指している団体であります。ま
た、ろうきんの会員に加盟していることから、お勤め先を定年退職された
後、引続きろうきんや全労済をご利用頂く方や、現在のお勤め先がろうき
んに会員として加入していない勤労者の方々が、福祉事業団体の運動に仲
間として参加するためご加入いただいております。
　吉岡友の会会長より、「会員数はろうきんの新規ご利用者の加入と労福
協会員の各企業労組の退職者の方々のろうきん・全労済の継続利用のた
めの加入という事で、年々増加しており、友の会としてもその期待に応えら
れるよう活動を工夫していかなければならない」との挨拶がありました。
　友の会会員数は、2017年3月末現在で65,907名（年間の新規加入者は
6,377名）であり、会員の約半数は60歳以上であることが報告され、引き続
き退職者の方々に一定程度認められている組織である事が報告されまし
た。引き続き「会員拡大が地域や地区の勤労者福祉に繋がる」との信念を
持って活動を進めて行く事を満場一致で確認し、総会は無事終了しました。
会員の皆様の引続きのご支援、ご協力をお願いいたします。

高
岡
お
も
し
ろ

め
ぐ
り

　静岡県退職者福祉協議会では6月21日（水）第37回総
会が開催されました。昨年度総会では、「改革小委員会の
提言を今後の活動に生かすべき」と方針提案がされ、各地
区で行動計画の立案と具体的な実践行動を要請しました。
　今年度は「改革小委員会の提言」を基に第２ステージへ
進めて行くため、ライサポ友の会会員でもある退福協は、
地区労福協と積極的な組織関係を築き、退福協活動に対
する理解を深めていただく活動の継続、また健康維持促
進・社会福祉支援・教育研修の三分野の活動を主軸にし
て、更に魅力ある退福協を目指していく事を確認しました。

　去る5月23日（火）ろうきんグリーン友の会県連絡会は、第35
回報告連絡会を開催いたしました。今年は役員改選期であり、長
い間県連絡会会長をお努めいただいた岡村宏枝会長が退任さ
れ、新たに櫻井公枝さんが選任されました。
　櫻井新会長のもと、ろうきんグリーン友の会会員においては自
らが積極的に活動に参加していく事で、生涯現役としての「人生
の楽しみや生き甲斐作り」につなげていく事、地区・地域ろうきん
グリーン友の会としては、会員が気がねする事なく、楽しく各種
の行事や催し物に参加できるように工夫し、そうした場を提供し
ていく事、を基本において活動を進めていくことを確認しました。
　ろうきんグリーン友の会は、家庭の主婦と働く女性の相互交
流・親睦をはかり、健康で文化的な明るい生活を送ることを目的
に活動しています。

ライフサポートセンター友の会　第１２回総代会開催

第37回　静岡県退職者福祉協議会　総会開催

第35回　ろうきんグリーン友の会県連絡会　
報告連絡会開催

Ⅳ◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆
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①趣味：登山、サイクリング、ダートトライアル
②モットー：いつも謙虚にみんなに分かりやすく
③最近感動したこと：山小屋での星空を見たこと
④最近失敗したこと：森づくり活動で筋肉痛になったこと

飯室　憲一
富士宮地区労福協　事務局長  
出身組織　ニッピ労働組合
役職名　　中央執行委員長

 イイムロ　    　 ケンイチ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.25

人物登場

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
の
壁
を
取
り
除
く

た
め
、
労
金
の
支
店
に
地
区
活
動
の
地
盤

を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
労
金
職
員
、

労
福
協
役
員
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
組

合
の
女
性
役
員
並
び
に
女
性
書
記
の
皆
さ

ん
の
大
き
な
力
を
結
集
し
て
い
た
だ
き
、

各
労
組
訪
問
活
動
と
並
行
し
、
女
性
の
大

き
な
特
性
と
言
え
る
「
口
コ
ミ
」
に
よ
る

会
員
の
獲
得
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
年
会
費
１
０
０
円
で
会
員
に
な
れ
ば
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
参
加
で
き
る
、

行
っ
て
み
た
い
所
に
行
け
る
な
ど
「
楽
し

い
行
事
が
一
杯
！
」
と
呼
び
か
け
ま
す
。

　
街
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
は
会
費
が

高
く
、
公
民
館
で
実
施
す
る
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
は
安
い
が
抽
選
、
こ
こ
を
埋
め

る
よ
う
に
各
地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

を
し
て
ジ
ャ
ズ
体
操
、
料
理
教
室
、
手
芸

教
室
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
教
室
な
ど
と
バ
ラ
エ

事業団体職員・労福協役員へ

ろ
う
き
ん
グ
リ
ー
ン
友
の
会

何
故
、
グ
リ
ー
ン
友
の
会
な
の
か 

運動継承！

贈る言葉●

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
教
室
を
開
催
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
加
え
３
年
目
の
１
９
８
６
年
に

は
、
現
在
も
続
く
〈
観
劇
ツ
ア
ー
〉
の
第

１
回
目
（
一
葉
の
恋
：
十
朱
幸
代
主
演
）

が
バ
ス
２
台
１
１
０
名
の
参
加
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
翌
年
第
２
回
目
（
放
浪
記
：

森
光
子
主
演
）
に
は
、
参
加
者
が
４
５
０

名
に
、続
く
３
回
目
（
櫂
：
十
朱
幸
代
主
演
）

は
、何
と
、東
京
芸
術
座
（
現
在
：
シ
ア
タ
ー

ク
リ
エ
）
を
全
館
を
貸
切
、
バ
ス
１６
台
、

７
５
０
名
と
盛
況
を
み
ま
し
た
。
４
回
目

か
ら
は
、
千
人
以
上
の
大
台
に
の
り
、
交

通
運
行
が
無
理
に
な
り
、
出
し
物
は
一
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
東
部
・
中
部
・
西
部

の
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
実
施
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

野村　好得氏
元ろうきんグリーン友の会県連絡会、
静岡県退福者福祉協議会事務局長で、
お話好きで、面倒見が良く、
多くの方から信頼を得ていた方でした。

VOL
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＝
設
立
＝

　
ろ
う
き
ん
活
動
の
中
で
、
女
性
の
果
た

す
役
割
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、「
家
庭
の
主
婦
に
も

労
金
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
そ
し
て
「
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
」
こ
の
目
的
で
１
９

８
３
年
設
立
さ
れ
た
の
が
、
女
性
の
み
で

構
成
さ
れ
た
会
員
組
織
《
グ
リ
ー
ン
友
の

会
》
で
す
。

　
但
し
、
こ
の
設
立
に
は
大
き
な
壁
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
当
時
、
社
会
全
般
に

広
が
る
以
下
の
よ
う
な
、
労
金
に
対
す
る

固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

①
労
働
組
合
員
で
な
け
れ
ば
利
用
で
き
な

　
い

②
働
い
て
い
る
女
性
で
な
け
れ
ば
利
用
で

　
き
な
い

③
退
職
し
た
人
、
自
営
の
人
、
農
家
の
主

　
婦
な
ど
は
利
用
で
き
な
い

’

　富士宮地区労福協で事

務局長を務めます、ニッ

ピ労働組合の飯室憲一で

す。労福協活動は地区の

幹事を４年、事務局長を

務め約２年になります。

富士宮市は大企業が少な

く会員には労働組合に加え、共済会・互助会・社員

会からも役員を選出し、一緒に富士宮地区労福協を

盛り上げていただいています。その中でも、一番精

力的な小林純一会長に我々役員の先頭に立って労福

協を牽引していただき、支えるどころか後ろを着い

ていくことに精一杯で後方支援にもなっていない自

分は、日々勉強の毎日であります。

　富士宮地区労福協では県下でも早くから、社会貢

献活動やホームページの開設など諸先輩方が素晴ら

しい道筋を残してくれました。会員向けには野球観

戦バスツアーやボウリング大会を、退福協との交流

の場としてグラウンドゴルフ大会を開催していま

す。新年会にあたる新年の集いでは、富士宮市長を

はじめ勤労者共済会会長や退福協、グリーン友の会、

若者の会も含め１００名以上が参加し交流の場を広

げています。また社会貢献活動の一環として自然豊

かな田貫湖にある『ろうきんの森』に労福協森づく

り活動地を設け、役員中心ではありますがビール

ジョッキを慣れないノコギリに持ち替えて汗を流し

ています。

　私の自己紹介を

しますと、富士宮

に生まれ育ち工業

高校卒業後、株式

会 社 ニ ッ ピ に 就

職、今年の春には

勤続３０年になり

ました。熱しやす

い性格であるため

若い頃から趣味が

多くダートトライ

アル（車の競技）、

ス キ ー か ら の ス

ノーボード、魚釣

りなど、熱中してはやめてきましたが、唯一登山だ

けが約２５年続いています。富士山には３回しか

登ったことがありませんが、富士宮市民は皆さんの

イメージより富士登山をしていません。若い頃は高

い頂上をめざし、南、北アルプス、八ヶ岳等、厳し

い登山を数多くしてきましたが、年々高山植物や別

の山々の景色にも魅了され、あるとき原生林豊かな

奥秩父の登山に行った際、そこに働く山小屋の方や

お手伝いの人達が、協力しあって自然を守っている

ことを知り、今までただ好きで登っていた山が様々

な人達の協力により登らせていただいていることに

気付かされ、今では山小屋のボランティア活動も積

極的に楽しんでいます。

　今後も山小屋活動同様に社会福祉運動の道を更に

広げ伸ばしていくため、働くものの視点に立った「地

域に根ざした活動」を微力ではありますが、共助の

精神で取り組み続けていきますので、よろしくお願

いします。
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東遠地域労福協 地域・地区労福協活動紹介

静岡地域労福協 地域・地区労福協活動紹介中遠地域労福協 地域・地区労福協活動紹介

地区労福協の活動予定

地区と地域の
エリア区分

月  日 曜日  開催時間    催事（イベント）        会場（場所） 　　参加資格・参加費など　　　主　催 　　　　　　　　備　考
お問い合わせ先は島田榛北地区労福協
☎0547-36-7371
会員の親睦・交流行事。募集人数は150名です。
お問合せ先は袋井地区労福協☎0538-45-1221
三島地区労福協長泉支部として参加。
お問合せは三島地区労福協☎055-955-7670
会員相互の交流ボウリング大会です。
お問合せは三島地区労福協☎055-955-7670
会員相互の親睦と交流バスツアーです。１２０名限定。
お問い合わせ先は富士宮地区労福協☎0544-24-6029

お問い合わせ先は島田榛北地区労福協
☎0547-36-7371
お問い合わせ先は島田榛北地区労福協
☎0547-36-7371
チャリティバザー、福祉体験、各種相談など行います。
お問い合わせは清水地区労福協☎054-351-9222

島田榛北地区労福協

袋井地区労福協

三島地区労福協

富士宮地区労福協

島田榛北地区労福協

島田榛北地区労福協

社会福祉協議会

歩歩路

神明の里（森町）

静岡がんセンター周辺

柿田川パークレーンズ

東京ドーム

大井川鉄道

おおるり

清水マリンパーク

会員代表者

会員のみー有料

会員のみ‐無料

会員のみ‐有料

会員のみ－有料

全会員

全会員

どなたでも無料

あゆのつかみ取りと
バーベキュー

労福協総会

長泉
花いっぱい倶楽部

長泉
花いっぱい倶楽部

ボウリング大会

野球観戦バスツアー

ビール列車

福祉とくらしのセミナー

福祉のまつり

18:15～

10:00～

8:00～

18:00～

9:00～

18:00～

13:30～

10:00～

金

土

土

水

土

金

土

日

7

15

22

26

5

8

16

24

7
月

8
月

賀
茂
地
区
労
福
協

伊
東
熱
海
地
区
労
福
協

沼
津
地
区
労
福
協

裾
野
地
区
労
福
協

北
駿
地
区
労
福
協

三
島
地
区
労
福
協

田
方
地
区
労
福
協

富
士
地
区
労
福
協

富
士
宮
地
区
労
福
協

掛
川
地
区
労
福
協

小
笠
南
地
区
労
福
協

袋
井
地
区
労
福
協

磐
田
地
区
労
福
協

浜
松
地
区
労
福
協

引
佐
地
区
労
福
協

浜
北
天
竜
北
遠
地
区
労
福
協

湖
西
地
区
労
福
協

清
水
地
区
労
福
協

静
岡
地
区
労
福
協

志
太
地
区
労
福
協

島
田
榛
北
地
区
労
福
協

榛
南
地
区
労
福
協

伊
豆
地
域
労
福
協

沼
津
地
域
労
福
協

富
士
地
域
労
福
協

静
岡
地
域
労
福
協

志
太
榛
原
地
域
労
福
協

東
遠
地
域

中
遠
地
域

浜松市労福協

西遠地域労福協

西部ブロック 中部ブロック 東部ブロック

9
月

　 4 月 2 3 日 ( 日 ) 静 岡 地 協 メ ー デ ー 終 了 後 、静 岡 地 域 労
福 協 大 塚 会 長 の 開 会 宣 言 に よ り 、2 0 1 7 静 岡 地 域 労 福
協まつりがスタートしました。
　当日は、朝は風が強く寒かったものの、次第に気温
も あ が り 、心 地 よ い 天 気 の 中 、「 つ な が ろ う 　 み ん な
おいでよ　労福協」のスローガンの下、組合員とその
家 族 を 中 心 に 5 , 0 0 0 人 を 超 え る 多 く の 人 に ご 参 集 い
ただきました。
　まつりは、開会と同時に、フライドポテトやおでん
等 の 模 擬 店 、輪 投 げ や お 菓 子 ス ピ ー ド く じ 等 の ゲ ー
ム コ ー ナ ー を 一 斉 に ス タ ー ト 。今 か 今 か と 待 ち わ び
て い た お 客 さ ん で 行 列 が で き る 店 舗 や 今 年 は 食 材 を
増 や し た に も 関 わ ら ず 、早 々 に 売 り 切 れ と な る 店 舗
も あ り 、例 年 以 上 の 賑 わ い を 肌 で 感 じ る こ と が で き
ました。　　　　
　 ま た ス テ ー ジ で は 、労 福 協 ま つ り で は お 馴 染 み と
な っ た 、戦 隊 シ ョ ー で あ る【 宇 宙 戦 隊 キ ュ ウ レ ン
ジ ャ ー シ ョ ー 】、地 元 常 葉 大 学 チ ア リ ー ダ ー 部【 リ ー
ブス】によるチアリーディングショー、そして大抽選
会と、子供も大人も楽しめる催しに終始賑わいを見

　 今 年 も 中 遠 地 域 労 福 協 恒 例 の 労 福 協 フ ェ ス タ が ４
月 2 3 日（ 日 ）掛 川 市 の 小 笠 山 総 合 運 動 公 園 に て 開 催
されました。　　　
　当日は天候にも恵まれ、約2 , 0 0 0人の組合員やご家
族などに参加いただきました。
　イベントとしては、昨年に引き続き、バイクショー
を開催。バイクの展示のみならず、プロライダーによ
る ト ラ イ ア ル（ オ フ ロ ー ド 用 の バ イ ク で 前 輪 を 上 げ
て 走 行 し た り 、大 き な 障 害 物 な ど を 登 っ た り 降 り た
りする）が行われ、バイク操作のテクニックだけでな
く 、楽 し い マ イ ク パ フ ォ ー マ ン ス が 多 く の 観 客 を 魅
了していました。また、これまでの定番イベントであ
る 、バ ッ テ リ ー カ ー や ミ ニ 新 幹 線 、フ ア フ ア な ど の
キ ッ ズ コ ー ナ ー や 各 労 組 に よ る 模 擬 店 も 大 変 好 評 で
来 場 者 の 皆 さ ん に は 十 分 楽 し ん で い た だ け た と 思 い
ま す 。ま た 、今 回 は「 ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ ２ ０ １
９ 」の 告 知 を 兼 ね て 袋 井 市 に も 参 加 い た だ く な ど 新
た な 取 り 組 み も 行 っ た 労 福 協 フ ェ ス タ と な り ま し
た。
　なお、本部テント前ではフードドライブを実施。来
場 者 か ら 多 く の 食 料 品 を 提 供 い た だ き 、フ ー ド バ ン
クふじのくにへ寄贈することができました。ご理解、
ご協力ありがとうございました。

　 東 遠 地 域 労 福 協 で は 、地 域 勤 労 者 の 持 ち 家 促 進 支
援 と し て 、5 月 2 3 日（ 火 ）と 2 5 日（ 木 ）に 掛 川 市 、菊 川
市の担当課とろうきん掛川、小笠支店の協力を得て、
家 づ く り の ポ イ ン ト や 資 金 計 画 、両 市 に お け る 融 資
制 度 等 を 知 る「 建 て ま い 家 セ ミ ナ ー 」を 開 催 し ま し
た。
　23日の掛川会場には17組22名、25日の菊川会場に
は 1 4 組 1 7 名 と 、例 年 こ の「 建 て ま い 家 セ ミ ナ ー 」を 開
催している中でも最高の参加者数となりました。

２０１７労福協まつり

「建てまい家セミナー」開催

せておりました。また、フードドライブにも多くの食
料が集まり、地域での繋がりの深さを感じました。
　今後も、労福協まつりなど様々なイベントにより、
地 域 の 方 々 に 労 福 協 の 活 動 、地 域 の つ な が り の 大 切
さを伝えて参ります。
　店舗や警備など、ご協力頂
いた方々、そしてご来場いた
だ い た 方 々 全 て に 感 謝 い た
します。
　ありがとうございました。

　 当 地 域 は 、従 来 か ら の 住 み や す さ と 近 年 の マ ン
ション・分譲地開発の活況も加勢し、住宅取得ニーズ
が 高 ま っ て い ま す 。こ う し た 中 、昨 年 度 は 、掛 川・菊
川 市 と の 勤 労 者 住 宅 建 設 資 金 貸 付 制 度 ( 協 調 融 資 制
度 ) に お い て 、利 用 枠 が 不 足 す る ほ ど の 需 要 が あ り 、
労 福 協 と し て も 両 市 に 追 加 融 資 枠 の 支 援 要 請 を 行
い、増枠し利用拡大を実現しました。
　今回のセミナーでは、市の担当者より地方創生、定
住 化 の た め の 施 策 と し て 、各 種 住 宅 補 助 金 制 度 の 説
明がされ、熱心にメモを取る参加者の姿や、ろうきん
職 員 に よ る 低 利 で 安 心 で き る 提 携 融 資 制 度 や 上 手 な
ロ ー ン 利 用 計 画 の 説 明 場 面 で は 、多 く の 質 問 も 飛 び
出しました。
　セミナー終了後は、個別相談を行い、夢のマイホー
ム 取 得 に 期 待 を 寄 せ 、真 剣 な ま な ざ し で 聞 き 入 っ て
い る 参 加 者 の 姿 が 印 象 的 で し た 。今 後 も 勤 労 者 に
と っ て の 一 大 イ ベ ン ト と な る マ イ ホ ー ム 取 得 支 援 に
当労福協としても、行政、ろうきんと協力していきた
いと考えます。

労福協フェスタ
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　小笠南地区の事務局員になり１年半が経
ちました。事務所はろうきん小笠支店から５０
０メートルほどの所にあり、７．５坪の事務所に
退福協と机を並べて仕事をさせていただい
ています。退福協の役員さんがよく立ち寄っ
てくれます。東遠地域労福協として掛川地区
との活動も多くあります。皆さんが活動しやす
いよう微力ながら頑張っていきます。
　家庭では三人の娘がいますが、それぞれ
社会人となり今は夫と義母と三人暮らしで
す。

氏　名／竹内　組能子
血液型／ AB 型
趣　味／

たけうち そのこ

事務局員紹介
小笠南地区労福協

■定年退職後10年になります。地域の役員、図書館のボ
ランティア、読み聞かせボランティアなど、今日、用が
あることをありがたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　焼津市　増田様
　

■労福協の春号フードバンク活動の記事を読み、自分
本位になりがちな風潮においてもお互いが助け合って
生きていく「共助の精神」は大切なことだと改めて感じ
ました。　　　　　　　　　　　　　 湖西市　菊池様

■神奈川労福協がフードバンクの視察に来た。小柳津
係長から「困窮者の相談の際『フードバンクふじのく
に』から頂いた食料をもっていくと、玄関を開けてく
れ、サポートがやりやすい」と。困っている困窮者は遠
慮なく、声をあげてほしいと思います。又、PRの必要性
を感じました。　　　　　　　 　　　静岡市　石井様

■ささやかですがフードバンクに協力させていただき
ました。「おかず」が不足していると読み、つくだ煮のビ
ンづめ、シャケのビンづめがあったことを思い出しま
した。次回は必要とされるものを出して、より喜んでも
らえるようにしたいと思いました。　富士宮市　�野様

■4回にわたる粟倉義久様の「贈る言葉」で労福協の長
い歴史を知る事が出来ました。大先輩のご苦労がひし
ひしと伝わってきました。「人の輪」の大切さについて
も考えさせられました。　　　　　 富士宮市　小岱様

あなたも労福協だよりにご意見、ご質問をお寄せください。
掲載させていただいた方には粗品をプレゼント！

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。
クイズの答はメッセージにお願いします。

○静 岡 市  宇佐美文美 様
○富士宮市  井上　一彦 様
○磐 田 市   上野サオリ 様
○浜 松 市　伊藤　大輔 様
○富 士 市　飯塚　香苗 様

（１）  A：1.98％
（２）  A：子育て
（３）  A：武田　邦彦

応募総数48通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々が当選されました。おめでとうございます。

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・E-mail の何れかでご回答ください。
正解者の中から、抽選で５名様に２ ，  ０００円の UCギフトカードを差し上げます。また、ご意見・
ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え

当選者

■締 切 日　２０１7年8月25日（金）まで　[ 消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

2,000円を
ゲットしよう！
ホームページからの
応募も可能です

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

❶静岡県勤労者総合美術展は今回で何回目？
　Ａ：５７回　　Ｂ：６７回　　Ｃ：７７回
❷全労済のマイカー共済には優良ドライバーに
　割引があります。最大の割引率は？
　Ａ：４４％　　Ｂ：５４％　　Ｃ：６４％
❸フードバンクふじのくにが行う
　「夏季フードドライブ」の期間は？
　Ａ：７月１日～３１日　Ｂ：７月１５日～３１日 　
　Ｃ：８月１日～３１日

ガーデニング
（家庭菜園）
冬はスキー
メダカの飼育

旅行プラン
企画

会議会場
手配

チケット
手配

お弁当
手配

ギフト
カード
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労福協だより

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

検索サイトからもご覧いただけます

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

労働金庫 第65回通常総会
県労福協 第55回定時社員総会

第67回勤労者総合美術展
退福協・グリーン友の会

全労済協会講演会

フードバンクからのお知らせ
労働金庫からのお知らせ

ユニオントラベル

地域地区労福協活動紹介

ALWF 
福祉基金協会からのお知らせ

連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

Shizuoka Rofukukyo Dayori
Summer 2017

2017夏号

だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

労福協

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.25

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

全労済は、営利を目的としない保障の
生協として共済事業を営み、組合員の
皆さまの安心とゆとりある暮らしをめざし
ています。出資金をお支払いいただい
て各都道府県生協の組合員になれば、
各種共済をご利用いただけます。

保障のことなら●東部支所・共済ショップ沼津店　　☎055-923-6655
●共 済 シ ョッ プ 富 士 店　　☎0545-64-6031
●中部支所・共済ショップ静岡店　☎054-254-6031
●共 済 シ ョッ プ 藤 枝 店　☎054-643-6031
●西部支所・共済ショップ浜松店　☎053-454-6031
●共 済 シ ョッ プ 磐 田 店　☎0538-86-6031
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